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ダウンロード資料 /  研究開発サービス

世界基準を、
実装判断できるPoCへ。

制度要求・技術検証・事業実装をつなぐ

https://ni-gata.co.jp/?utm_source=wp&utm_medium=PoC


HOW WE WORK 02

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

THE THRESHOLD

背景を理解し、
次の判断まで伴走する。

PoCで見るべきものは完成装置ではなく理想と現実が「衝突した瞬間」です。

KEYWORDS｜想定と現実の衝突／仕様書／図面／学術論文／シミュレーション／実測値／GAP分析／現象観察
／原因仮説／判断材料

想定と現実の衝突

想定（きっとこうなる）
期待・設計・仮説

▣ 仕様書

□ 図面

◉ 論文・知見

▤ シミュレーション

☻ 条件・想定値

現実（どうしてこうなった）
実測・観察・事実

♨ 温度差

◔ 圧力変動

≋ 漏れ

✣ ばらつき

● 作業性・安全性

ズレ（GAP）

想定と現実の差を可視化

項目 目標値 実測値 GAP

温度 85.0℃ 92.7℃ +7.7℃

目標値
85.0℃

!

ギャップを埋めるアプローチ

1

仮説の整理

仕様・図面・知見を
もとに仮説を明確化

2

検証計画の設計

測定項目・条件・
評価指標を設計

3

測定・実験の実施

実機PoCや試験装置
でデータを取得

4

分析・可視化

ズレの要因を定量的
に分析・可視化

5

改善・次の一手へ

改善案の提案と次
フェーズへの判断材

料に



WHAT PoC CREATES 03

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

DECISION

PoCの目的は、
実験を成功させることではない。

次の投資・改良・実装を判断できる根拠をつくることが、PoCの役割です。

次の判断ができる状態

GO

実装・拡張へ

CONDITIONAL

条件付きで継続

PIVOT

仮説・方式を変更

GO or STOP

投資を進める・止める

判断に必要な4つの根拠

01 成立性 02 再現性

03 事業性 04 実装条件

PoCは、成功保証ではなく不確実性を減らすための意思決定工程です。

KEYWORDS｜PoC意思決定／成立性／再現性／事業性／実装条件／不確実性低減／投資判断／実装判断／
GO・PIVOT・STOP／成功基準



WHY PoC 04

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

THE CONTEXT

制度対応は、
開示資料だけでは完結しない

世界基準や顧客要請を、経営・事業・現場の活動へ接続するには、説明可能な技術データが必要
です。

01
世界基準・制度要求

SSBJ・GX-ETS・SBTi・顧客要請など

02
経営・事業上の重点課題

どの製品・工程・排出源から取り組むか

03
現場で説明できる技術データ

測定条件・再現性・削減効果・実装条件

制度を理解するだけでも、装置をつくるだけでも、この未来は完成し
ません。

KEYWORDS｜世界基準／サステナビリティ制度対応／SSBJ／GX-ETS／SBTi／技術データ／測定条件／再
現性／削減効果／実装条件



THE GAP 05

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

TRANSLATION

制度と現場の間に、
技術課題への翻訳が必要。

抽象的な要求をそのまま製作依頼へ変えるのではなく、何を確かめるべきかまで分解します。

01 制度・事業上の要求

削減効果を説明したい

02 不足の特定

根拠となる一次データがない

03 技術課題への翻訳

何を・どこで・どの精度で測るか

04 PoC（Proof Of Concept）

仮設計測・試験・再現性を確認

この翻訳工程が、研究開発サービスの入口です。

KEYWORDS｜制度要求／事業課題／データギャップ／技術課題への翻訳／一次データ／測定設計／評価指標／
仮設計測／PoC設計／再現性検証



OUR POSITION 06

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

BETWEEN THE STEPS

ニイガタは、
工程の「間」をつなぐ。

制度解釈の代行でも仕様どおりに装置を製作するだけでもありません。
PoCを次の実装判断へ接続します。

上流

制度・経営整理

制度解釈
重点課題の選定
開示方針

研究開発サービス

技術課題への翻訳

PoC設計
測定・実験
技術評価
実装仕様化

下流

実装・運用

設備・製品の展開
継続運用
開示・検証

→ →

次の開発・投資・実装を判断できる状態

範囲外：制度対応の代行・開示保証・PoC成功保証

KEYWORDS｜研究開発サービス／工程間接続／制度・経営整理／技術課題化／PoC設計／測定・実験／技術評
価／実装仕様化／上流・下流連携／研究開発伴走



START SMALL 07

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

ENTRY POINT

一製品・一工程・一排出源から、
小さく始める。

全制度対応を一括して請負うのではなく現場にある具体的な不足をPoCテーマへ変えます。

01

一製品

製品使用時の排出
根拠が弱い

PoCへの変換

標準使用条件・負荷率を
定義し、消費電力や劣化
を確認

02

一工程

工程別エネルギー
が分からない

PoCへの変換

測定点・期間・按分方法を
決め、仮設計測で原単位
を確認

03

一排出源

削減効果を説明で
きない

PoCへの変換

比較条件と再現性を定め、
前後比較とばらつきを評
価

入口は小さくても、成果は実装・横展開・開示へつながります。

KEYWORDS｜スモールスタート／製品／工程／排出源／仮設計測／エネルギー原単位／前後比較／ばらつき評
価／削減効果検証／横展開



PoC REALITY 08

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

PoC CHAIN

たった一つのズレが
別のズレを呼ぶ。

PoCでは、温度・圧力・流れ・材料・加工精度・制御・測定が同時に絡みます。
現象は単発ではなく、連鎖します。

温度が上がる／上がらない

PoCを進めるのに必要なことは「作る力」だけではなく、
現象を読み、原因を切り分け、次の検証へ戻す力です。

圧力が上がる／下がらない

液体が漏れる／漏れない

測定値に届く／届かない

ボルトを締める／戻せない

予定通り進む／進まない

KEYWORDS｜複合要因／現象連鎖／温度変動／圧力変動／流体挙動／材料特性／加工精度／制御条件／測定
ばらつき／原因切り分け



FROM GAP TO DECISION 09

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

OUR ROLE

ニイガタは、
ズレを次の設計へ戻す。

計測・試作・実験・観察・改良を分断せず試して分かったことを次の設計と判断へ戻します。

当社の最大の提供価値は、“装置の納品”ではなく、
「次を判断できる状態」をつくることです。

研
究
開
発
サ
ー
ビ
ス

理
解×

技
術×

伴
走

観察

切分け

変更・修正再検証

判断

数値・現象・条件

材料／構造／制御

条件・部品・測定点再現性・限界条件

GO／PIVOT／
STOP

KEYWORDS｜現象観察／原因切り分け／条件変更／設計修正／再検証／設計フィードバック／判断材料／
実装判断／伴走支援



DELIVERABLES 10

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

MORE THAN HARDWARE

PoCでつくるものは、
装置だけではない。

製作品に加え、判断に必要なデータ・知見・次段階の仕様を成果として残します。

01 課題整理 背景・目的・現在地

02 技術の仮説 成立条件・リスク

03 PoC計画 測定項目・成功基準

04 測定データ 条件・証憑・記録

05 技術評価 再現性・削減効果

06 実装仕様 設備・運用・次段階

装置・治具は、検証を成立させる手段の一つ。

KEYWORDS｜PoC成果物／課題整理／技術仮説／PoC計画／測定データ／成功基準／技術評価／再現
性評価／実装仕様／判断材料



WHY PoC NEEDS SUPPORT 11

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

WHY SUPPORT MATTERS

PoCの世界は、
理論や図面どおりには進まない。

想定される学術論文や成立させるための図面（設計）は出発点です。実際の環境では複数の条件
が絡み、試して初めて見えることがあります。

01

論文・図面

原理
構造
想定条件

02

現実の成立

材料差・加工精度
温度・圧力・流れ
制御・測定・安全

03

スタート

試して分かる
観察して直す
再び確かめる

やってみなければ、分からない。

だからPoCには、試作・実験・観察・改良をつなぐ力が必要です。

試作 → 実験 → 観察 → 改良

PoCの難しさを、担当者だけに背負わせない。
ニイガタは研究目的を理解し、試して分かったことを次の設計と判断へつなげます。

KEYWORDS｜PoCの現実／理論と実環境／論文・図面／材料差／加工精度／温度・圧力・流れ／
制御・測定・安全／試作・実験／観察・改良／研究開発伴走
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NEXT STEP

図面がなくても、
成功基準が曖昧でも。

最初に相談するのは装置の仕様ではなく、背景・目的・次のゴールを確認することです。

01 制度対応に必要な技術データがない

02 どのような技術を選択するべきか決められない

03 PoCの成功基準が曖昧

04 装置・データ・実装へ進むべきか判断できない

事業の背景と現在地から、PoCの入口を整理します。

ni-gata.co.jp/contact/

TEL 045-580-3181 /  E-mail contact@ni-gata.co.jp

NIIGATA 研究開発を、実績で進める。

https://ni-gata.co.jp/contact/?utm_source=wp&utm_medium=PoC
https://ni-gata.co.jp/contact/?utm_source=wp&utm_medium=PoC
https://ni-gata.co.jp/?utm_source=wp&utm_medium=PoC
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